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情
報
交
換
会
は
患
者
様
グ
ル
ー
プ
と
ご
家
族

様
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
実
施
し
て
い
ま
す
。

そ
れ
は
、
患
者
様
同
士
・
介
護
者
様
同
士
の

方
が
、
お
互
い
に
話
が
で
き
る
こ
と
や
話
し

た
い
内
容
の
差
が
グ
ル
ー
プ
間
で
あ
る
こ
と

が
分
か
っ
た
た
め
で
す
。
令
和
7
年
度
か
ら

は
、『
交
流
し
や
す
い
雰
囲
気
、
少
し
で
も

笑
顔
を
！
』
を
意
識
し
て
、
ス
ポ
ー
ツ
を
取

り
入
れ
た
交
流
に
も

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

当
日
は
ボ
ッ
チ
ャ
や

モ
ル
ッ
ク
を
実
施
し
、

ご
参
加
の
皆
様
か
ら

も
大
変
好
評
を
得
て

い
ま
す
。
ス
ポ
ー
ツ

で
身
体
を
一
緒
に
動

か
し
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

毎
回
40
～
50
名
の
方
に
ご
参
加
い
た
だ
き
、

講
義
の
後
に
は
疾
患
別
に
分
か
れ
て
の
1
時

間
の
交
流
会
・
情
報
交
換
会
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
3
年
連
続
で
行
う
こ
と
で
、
地
域
の

神
経
難
病
患
者
様
・
ご
家
族
様
に
早
期
か
ら

の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
重
要
性
や
自
分

で
で
き
る
運
動
を
提
案
さ
せ
て
い
た
だ
き
、

少
し
で
も
地
域
へ
の
貢
献
に
繋
げ
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
令
和
６
年
４
月
よ
り
神
経
難
病
サ

ポ
ー
ト
活
動
「
ぐ
り
～
ん
カ
フ
ェ
」
を
3
カ

月
に
１
回
の
ペ
ー
ス
で
開
催
し
て
い
ま
す
。

「
ぐ
り
～
ん
カ
フ
ェ
」
は
神
経
難
病
患
者
様・

ご
家
族
様
が
悩
み
や
思
い
を
話
し
合
い
、
情

報
の
共
有
を
行
い
、
安
心
し
て
在
宅
生
活
を

継
続
で
き
る
一
助
と
な
る
こ
と
も
目
的
と
し

て
い
ま
す
。
工
夫
の
１
つ
と
し
て
、
交
流
・

今
回
は
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ

ー
シ
ョ
ン
成
恵
の
神
経
難
病
サ
ポ
ー
ト
活
動

に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

成
恵
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
成
恵
で
は
、
令
和
5
年
よ
り
毎
年
、

東
松
山
保
健
所
か
ら
の
依
頼
を
受
け
「
神
経

難
病
患
者
・
ご
家
族
の
集
い
」
を
開
催
し
て

い
ま
す
。
令
和
５
年
の
第
１
回
目
は
「
家
庭

で
で
き
る
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
」、
令
和

６
年
の
第
２
回
は
「
神
経
難
病
の
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
〜
そ
の
必
要
性
を
考
え
よ
う
〜

知
っ
て
・
分
か
っ
て
・
や
っ
て
み
る
!!
」、

令
和
7
年
の
第
３
回
は
「『
楽
』
を
手
に
入

れ
る 

～
姿
勢
に
意
識
を
向
け
て
み
よ
う
～
」

を
テ
ー
マ
に
、
当
施
設
の
理
学
療
法
士
・
作

業
療
法
士
・
言
語
聴
覚
士
が
中
心
と
な
っ
て

講
義
・
実
技
を
実
施
し
ま
し
た
。

神経難病
サポート
活動

ご
紹
介

の

ぐ
り
～
ん
カ
フ
ェ

通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
成
恵
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ー
シ
ョ
ン
を
深
め
、
ス
ム
ー
ズ
に
悩
み
を
打

ち
明
け
た
り
、
相
談
し
た
り
で
き
る
様
子
が

見
受
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

第
7
回
の
「
ぐ
り
～
ん
カ
フ
ェ
」
で
は
、

他
施
設
の
理
学
療
法
士
が
見
学
に
お
見
え
に

な
り
、
自
身
の
勤
務
す
る
地
域
で
も
「
ぐ
り

～
ん
カ
フ
ェ
」
を
企
画
し
た
い
と
の
お
話
し

を
い
た
だ
き
、「
ぐ
り
～
ん
カ
フ
ェ
」
の
支

援
の
輪
の
広
が
り
を
感
じ
、
と
て
も
う
れ
し

く
感
じ
て
い
ま
す
。

今
後
も
、
神
経
難
病
患
者
様
・
ご
家
族
様

の
支
援
を
続
け
、
比
企
地
域
・
埼
玉
県
全
体

で
そ
の
支
援
の
輪
が
広
が
り
、
神
経
難
病
の

診
断
を
受
け
て
も
不
安
が
少
な
く
、
安
心
し

て
そ
の
方
の
望
む
生
活
が
少
し
で
も
長
く
続

け
ら
れ
、
自
分
ら
し
い
人
生
の
お
手
伝
い
が

で
き
る
よ
う
地
域
に
根
ざ
し
た
取
り
組
み
を

進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ぐり〜んカフェコンセプト

神経難病患者様・ご家族様が⾏きたい、⾏ってみたいと思える、気軽に
集える、間⼝の広い場所を⽬指し、「交流」と「専⾨職への相談」を２本柱
とした集いの場＝「ぐり〜んカフェ」

医療・介護の枠にとらわれず、地域の神経難病患者様・ご家族様の
集いの場、情報交換の中⼼として運営できるように！

⽅針・⽬的・役割

3



「健康に歩いてロコモを撃退しよう！」
（2025年9月18日木曜日開催）

第１回市民公開講座

当院市民公開講座は、健康寿命をのばそう、現在の正しい医療の知識を学ぶという目的の下、
2025年５月より企画、考案をし、地域の皆様に無償で医療情報を提供するイベントとなって
います。１年で数回、題目を変え、身近な体の問題や健康になるための知識を増やしてほしい
という啓発運動です。ぜひ機会がありましたらご参加をお待ちしております。開催開催

　埼玉成恵会病院の定期開催となる市民公開講座
ですが、１回目「健康に歩いてロコモ※を撃退し
よう！」という題目にて、１部では整形外科の小
澤副院長、星医師による講演が開催され、２部で
は当院リハビリスタッフによる実技講演を開催し、
会場にいる参加者の皆様に実際にロコモチェック
を行っていただきました。
　ロコモチェックでは、意外と年齢にかかわらず
筋力が衰えている方が多く、参加者の中では「簡

単にチェックでき、とてもよかったです」「筋力
維持のために運動をしていますが、結果が出てよ
かったです」などのお言葉を直接いただきました。
また“次回も来ます”と励ましのお言葉をいただ
き、とてもうれしく思いました。
　当日の様子は、簡単にですが当院公式YouTube
チャンネルでも配信しております。
　また、次回予定などは当院ホームページや公式
SNSに掲示しておりますので、ご確認ください。

※�ロコモティブシンドローム＝ロコモとは…2007年に日本整形外科学会によって提唱された概念で、運動器（骨、筋肉、関節、人体、
腱、神経など）の障害のために移動機能の低下をきたした状態をいいます。
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「健康に食べよう ―胃腸を整える―」
（2025年11月20日木曜日開催）

第２回市民公開講座

埼玉成恵会病院 埼玉成恵会病院 市民公開講座市民公開講座をを

　第２回となる埼玉成恵会病院の市民公開講座で
すが、今回は「健康に食べよう―胃腸を整える―」
を題目に、第１部の講演を当院消化器病センター
長の井利医師が講演を行い、第２部では栄養科ス
タッフより、胃腸を整えるためのレシピの紹介や
胃腸にやさしい食事の紹介をしました。
　おいしいものがたくさんあるこの時期ですが、
好きなものだけを食べるということをせずに、消
化に良いもの、必要なビタ
ミンやミネラルをバランス
よく摂取して病気からも身
を守れる体作りが重要だと
思いました。
　質疑応答では参加者と活
発な意見交換が行われ充実
したイベント開催となりま

した。意外に体に良いと思われている食材も食べ
る時間帯によっては体に悪い影響があることが分
かり、市民公開講座に参加したことで参加者の皆
さんには正しい知識を身につけていただけたと思
います。
　当日紹介したレシピの一部は当院SNSなどへ公
開する予定です。気になる方はぜひチェックして
みてください。

埼玉成恵会病院市民公開講座のご案内
2026年1月以降の予定

第4回

第5回

第6回

―病院が考える「健康」ってなんだろう？―

「�息切れにご注意 
―肺の病気を知ろう―」

開催場所  埼玉成恵会病院 多目的ホール
開催時間  15時～16時30分
参加費  無料 ※当日参加も可能です！　

当院SNSや院内掲示でもご確認いただけます。
皆さん誘い合ってお気軽にご参加ください。
お待ちしております。「�熱中症ゼロを目指そう 

―今からできる熱中症対策―」

「�あなたの骨は大丈夫？ 
―骨年齢を改善しよう―」

2026年3月19日木曜日

2026年6月18日木曜日

2026年9月17日木曜日
お申込み・お問い合わせ先

埼玉成恵会病院市民公開講座　担当者まで
電 話  0493–23–1221
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交 通 東武東上線　「森林公園駅」下車徒歩6～７分
※池袋駅から森林公園駅まで約1時間

電 車

関越自動車道　東松山インターより3分自動車

南口

至 池袋

至 

川
越

埼
玉
成
恵
会
病
院

至 

練
馬

至 小川町

至 藤岡

ファミマ●

藍屋●
マクドナルド●

●

●ガスト

ロイヤル
ホスト

至 熊谷

至 寄居

案内図

254

森林公園駅

関越自動車道
東松山IC

病棟入口

日本で1年間に新たに大腸がんと診断された人数は、2023年では男性は約9万人、女性は約7万人でした。臓器別に
みると、大腸がんは男性・女性ともに2番目に多いがんです。手術件数は年々増加傾向にあります。

日本人の死因で、もっとも多い病気はがんです。その中で
も大腸がんは、臓器別の死亡者数で上位に入ります。大腸が
んは、早期の段階で治療を行えば高い確率で、完全に
治すこと（治癒）ができます。大腸がんは早期の段階では、
症状を自覚することがほとんどありません。

当院では消化器病センター顧問 宇田川晴司先生(虎の門
病院 前分院長)、消化器病センター顧問上野正紀先生（虎
の門病院副院長）ご指導の下、虎の門病院の医師と協力
し、胃がん・大腸がんに対する腹腔鏡手術を開始いたし
ました。

消化器病センターのご案内

早期発見と再発防止

スタッフの紹介

診察日の詳細はお問い合わせください 手術症例は内視鏡手術で、胃がん・大腸がん共に、虎の門病院の
経験豊富な医長の先生方と当院の清水先生とで執刀します。

早期退院、早期社会復帰

早期の発見には、40歳以上の方は
大腸内視鏡検査を受けることをお勧めします。

腹腔鏡手術は術後の回復が早く、
早期退院、早期社会復帰が可能です。

― 虎の門病院と病診連携の関係 ―

井利雅信先生 常勤  火曜日・金曜午前
◆消化器病センター長　虎の門病院
担当  �消化器内視鏡、 

肝・胆・膵、腹部超音波

宇田川晴司先生 週２回
◆埼玉成恵会病院　消化器病センター顧問
◆虎の門病院　前分院長

春田周宇介先生 
◆虎の門病院　
　上部消化管外科部長
担当  �胃がん手術

花岡 裕先生 
◆虎の門病院　
　下部消化管外科医長
担当  �大腸がん手術担当

上野正紀先生 第４土曜日
◆埼玉成恵会病院　消化器病センター顧問
◆虎の門病院　副院長　消化器外科（上部消化管）部長 清水広久先生 常勤  月曜〜金曜午前（初診別対応あり）

◆外科部長　
専門  �消化器外科、一般外科

大楽勝了先生 非常勤  土曜日
専門  �消化器内科

看護師
募集中

ワークライフバランスを合言葉に働きやすい体制へと取り組んでいます。

➡
QRコード・
ホームページ
からも申し込みが
可能です。

URL  https://www.seikei.or.jp/お問い合わせ先 0493–23–1221　担当：上田（看護部長）

自己応募（本人からの直接ご応募）も積極採用しております！
●病院見学や面接などもご案内しておりますので、お気軽にお問い合わせください。

電 話

自分の経験を埼玉成恵会病院で活かしてください


